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こ
れ
ま
で
「
門
屋
養
安
日
記
」
を
分
析
し
て
、
江
戸
時
代
末
期

の
「
庶
民
の
医
療
」
を
研
究
し
、
本
学
会
、
北
陸
医
史
同
好
会
に

報
告
し
て
き
た
。
今
回
は
お
抱
え
医
養
安
の
薬
種
の
仕
入
れ
、
薬

代
及
び
支
払
い
シ
ス
テ
ム
等
を
分
析
し
て
当
時
の
庶
民
の
医
療
の

実
態
を
検
討
し
た
。

一
、
薬
種
の
仕
入
れ

＊
大
阪
の
薬
問
屋
に
一
括
注
文

・
養
安
が
役
人
や
金
名
子
と
そ
の
雇
い
労
働
者
の
治
療
に
使
用

す
る
主
な
薬
種
は
、
藩
が
直
接
大
阪
よ
り
年
一
回
一
括
購
入
す
る

慣
わ
し
で
あ
っ
た
。
注
文
さ
れ
た
薬
種
は
翌
年
の
夏
頃
に
海
路
で

届
け
ら
れ
た
。

・
薬
は
、
大
阪
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
薬
種
の
相
場
書
き
（
石
拓

47

幕
末
期
院
内
銀
山
に
お
け
る

薬
種
の
仕
入
れ
と
薬
代
等
の
シ
ス
テ
ム

「
門
屋
養
安
日
記
」
に
み
る
庶
民
の
医
療
（
六
）

莇

昭

三

本
）
に
よ
り
注
文
さ
れ
た
が
、
爵
香
、
椰
子
油
、
サ
フ
ラ
ン
、
テ
リ

ァ
カ
な
ど
オ
ラ
ン
ダ
、
東
南
ア
ジ
ア
、
中
国
か
ら
の
当
時
の
輸
入

薬
が
中
心
で
あ
っ
た
。

・
大
阪
注
文
の
こ
の
台
所
（
銀
山
役
所
）
用
の
薬
種
代
は
三
五
貫

文
（
約
五
・
四
両
）
か
ら
五
十
頁
文
（
約
七
・
七
両
）
程
度
で
あ
っ
た

と
推
定
で
き
る
。
し
か
し
、
幕
末
に
は
こ
の
注
文
も
「
当
年
は
延

引
仕
候
間
」
と
な
っ
て
い
る
。
院
内
銀
山
の
産
銀
高
の
停
滞
、
藩

財
政
の
圧
縮
が
原
因
で
あ
ろ
う
。

＊
久
保
田
や
近
郷
の
薬
種
商
か
ら
の
仕
入
れ

・
久
保
田
（
秋
田
市
）
や
湯
沢
の
数
軒
の
薬
種
商
か
ら
も
薬
種
を

日
常
的
に
購
入
し
て
い
る
。

＊
一
般
の
薬
草
等
は
住
民
か
ら
も
購
入

・
日
記
に
は
四
回
、
猟
師
か
ら
熊
胆
を
購
入
し
た
記
録
が
あ
る

二
匁
・
五
貫
文
）
。
し
ば
し
ば
下
男
が
「
薬
集
」
に
農
家
を
廻
っ
て

い
る
記
載
も
あ
る
。
ま
た
農
民
が
持
参
し
た
蓬
、
渋
柿
等
を
購
入

し
た
り
、
薬
代
の
代
わ
り
に
受
け
取
っ
た
り
も
し
て
い
る
。

＊
特
殊
な
例
と
し
て
、
江
戸
勤
番
か
ら
帰
藩
す
る
藩
士
か
ら
混

元
丹
、
奇
応
丸
を
購
入
し
た
り
、
大
阪
詰
め
の
佐
竹
藩
士
が
大
阪

で
購
入
し
た
と
思
わ
れ
る
高
価
な
薬
種
を
手
に
入
れ
て
い
る
。
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二
、
当
時
の
薬
代

＊
薬
一
服
の
薬
代

一
服
は
天
保
四
年
～
七
年
ま
で
預
五
○
文
、
天
保
八
年
か
ら
は

七
○
文
～
八
○
文
、
天
保
九
年
よ
り
一
二
○
文
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
値
上
が
り
は
秋
田
藩
の
正
銭
と
預
銭
の
比
が
一
文
対
二
一

～
二
五
～
三
○
文
と
レ
ー
ト
が
年
々
低
下
し
た
こ
と
を
反
映
し
て

い
る
。
し
か
し
、
一
律
に
壱
服
一
二
○
文
で
も
な
く
、
「
復
元
活
血

湯
」
四
○
○
文
、
「
四
物
湯
紅
花
」
二
五
○
文
、
「
補
中
益
気
湯
」

五
○
文
と
も
記
さ
れ
、
薬
種
に
よ
っ
て
薬
代
が
異
な
っ
て
い
た
。

＊
薬
代
の
値
上
げ
陳
情

当
時
、
藩
独
自
の
預
銭
の
相
場
の
低
下
と
と
も
に
、
年
々
物
価

が
上
昇
し
て
い
た
の
で
、
台
所
へ
の
「
薬
代
」
の
値
上
げ
の
陳
情

が
し
ば
し
ば
記
載
さ
れ
て
い
る
。

＊
月
間
の
台
所
関
係
の
薬
代

嘉
永
六
年
の
調
査
で
は
院
内
銀
山
の
人
数
惣
高
は
三
二
五
二
人

で
あ
り
、
う
ち
役
人
と
そ
の
家
族
は
八
八
○
人
と
な
っ
て
い
る
。

日
記
に
毎
月
書
か
れ
て
い
る
「
薬
代
言
上
い
た
し
候
」
と
は
、
主

と
し
て
こ
の
八
八
○
人
へ
の
医
療
の
薬
代
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

月
間
薬
代
は
約
六
・
五
両
～
約
一
二
・
四
両
程
度
で
あ
っ
た
。

三
、
薬
代
の
回
収

＊
台
所
関
係
の
薬
代
の
回
収

台
所
関
係
薬
代
は
、
毎
月
月
末
に
書
き
上
げ
、
役
所
に
一
括
請

求
し
て
い
る
。
請
求
さ
れ
た
薬
代
は
手
代
、
金
名
子
毎
に
役
所
が

各
人
へ
の
支
払
い
金
額
か
ら
差
引
き
、
養
安
に
支
払
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
幕
末
に
な
る
と
養
安
自
身
が
手
代
、
金
名
子
毎
に
請
求
し
、

集
金
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

＊
町
人
・
百
姓
等
か
ら
の
薬
代
の
徴
収

日
記
を
み
る
と
、
庶
民
の
治
療
代
の
回
収
に
は
苦
労
し
て
い
る
。

鍛
冶
屋
の
嫁
が
包
丁
一
丁
を
薬
代
と
し
て
持
参
し
た
、
三
番
牛
方

の
勇
吉
の
古
い
薬
代
を
勇
吉
の
炭
駄
賃
か
ら
引
き
落
と
し
て
く
れ

と
台
所
に
依
頼
し
た
等
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
薬
代
の
滞

納
は
、
当
時
の
庶
民
の
苦
し
い
生
活
を
反
映
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
の
で
、
お
抱
え
医
自
身
も
経

営
が
苦
し
く
、
養
安
が
薬
種
商
へ
の
支
払
い
の
た
め
に
刀
を
質
屋

に
十
両
で
入
質
し
た
と
い
う
記
載
も
あ
る
。

（
城
北
病
院
）


